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前
日
の
雨
も
す
っ
か
り
あ
が
り
¥
汗
ば
む

よ
う
な
秋
白
和
と
な
っ
だ
去
る
刊
用
料
日
間
¥

大
洗
面
)
で
は
じ
め
て
の
健
康
ま
つ
り
ガ
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
¥
近
年
非
常
に
多
い
成
人
病
の
予

防
や
睦
壊
の
保
持
¥
こ
れ
ら
の
基
本
的
要
件

と
な
る
禽
生
活
の
改
善
な
ど
¥
総
合
的
な
健

壊
づ
く
り
に
対
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
関
山
を
も
っ
て
も
ら
い
¥
ま
た
¥
受
診
率

、
ガ
比
較
的
悪
い
各
種
模
診
(
例
え
ば
結
核
・

力
ン
等
の
横
診
〉
を
積
極
的
に
受
け
て
い
だ

だ
こ
う
と
¥
田
正
町
健
壊
づ
く
り
推
進
協
議

会
ガ
主
催
し
だ
も
の
で
す
。

午
前
中
は
各
コ
ー
ナ
別
に
催
し
ガ
行
な

わ
れ
ま
し
だ
。

海
岸
病
院
の
会
沢
先
生
¥
瞳
科
の
関
根
先

生
に
よ
る
曜
庚J

相
談
を
は
じ
め
¥
地
元
の
素

材
を
生
ガ
し
疋
郷
土
料
理
の
試
食
展
示
会

(
こ
こ
で
は
漁
協
婦
人
部
の
い
わ
し
の
つ
み

れ
汁
、
ガ
貯
評
で
レ
た
て
県
牛
乳
普
及
協
会

で
は
栄
養
の
あ
る
牛
乳
を
¥
飲
み
易
く
す
る

た
め
の
沫
茶
入
牛
乳
で

P
R
¥
大
洗
結
食
協

業
組
合
同
協
学
校
給
食
用
の
パ
ン
を
父
兄
に
も

試
食
し
て
も
ら
お
う
と
干
儒
分
を
用
意
¥
強

化
米
堆
進
コ
ー
ナ
ー
で
は
わ
か
め
ご
は
ん
¥

サ
ツ
マ
イ
モ
サ
ラ
ダ
¥
た
ら
ば
ふ
ぶ
き
入
り

磯
漬
け
¥
を
五
芭
人
八
刀
¥
薬
に
関
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
は
¥
老
人
病
・
成
人
病
予
坊
の
試
供

自
の
記
布
や
民
漢
薬
の
試
叡
¥
こ
の
ほ
か
体

力
潤
定
や
献
血
な
ど
全
部
で
句
コ
ー
ナ
ー
ガ

設
け
ら
れ
¥
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
¥
午
後
ぺ
!
時
か
ら
大
ホ
!
ん

で
式
典
ガ
開
か
れ
¥
席
上

¥
7年
以
上
最
高

竹
年
〈
2
世
帯
)
間
¥
無
受
診
の
健
康
家
庭

巨
世
帯
の
表
彰
や
¥
日
E
(柏
茂
樹
さ
ん
)

を
最
高
に
却
回
以
上
献
血
の
別
名
の
献
血
坊

労
者
表
彰
等
を
行
い
¥
閉
会
後
¥
鍵
壊
コ
ン

ト
(
コ
ン
ト
山
口
君
と
竹
田
君
)
や
講
演
会

ガ
開
か
れ
ま
し
た
。

特
に
¥
曲
一
史
原
ミ
ツ
子
さ
ん
(
元
フ
ジ
テ
レ

ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)
の
講
漂
会
で
は
¥
間
親

と
姑
3
人
の
ボ
ケ
老
人
を
介
護
し
だ
豊
原
さ

ん
白
賓
の
体
験
談
を
涙
な
ガ
ら
仁
話
さ
れ
¥

聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
て
い
ま
し
定
。

輯
の

9
時
却
分
か
ら
夕
方
の

4
時
担
分
ま

で
の
¥
深
ま
り
つ
つ
あ
る
軟
の
一
日
を
¥
ご

参
加
の
み
な
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
有
意
義
に
過

さ
れ
¥
大
一
変
満
足
そ
う
で
し
定
。

(
関
連
記
事
5
冨〉
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去
る
問
月

3
日
に
逝
去
さ
れ
た
、
大

洗
町
名
誉
問
民
で
茨
城
県
議
会
議
員
の

赦
小
橋
五
朗
先
生
の
合
同
葬
(
大
洗

町
・
茨
城
県
議
会
・
茨
城
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
・
茨
城
県
漁
業
共
済
組
合
@

小
幡
漁
業
株
式
会
社
)
が
、
叩
月
日
日

午

後

1
時
か
ら
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

葬
儀
に
は
、
竹
内
藤
男
県
知
事
を
は

じ
め
、
盟
会
、
県
議
会
議
員
、
県
内
市

町
村
長
、
町
議
会
議
員
、
町
消
防
団
、

夜
通
安
全
協
会
大
洗
支
部
、
町
公
職
者

ほ
か
各
種
団
体
、
県
内
外
の
関
保
者
約

千
六
百
人
が
会
葬
し
、
最
後
の
別
れ
在

惜
し
み
ま
し
た
。

昭 和49年 10月笠松運動公園で行われた

第29自国民体育大会秋季大会にて

顕
著
披
ふ
る
設
か

詔

命

づ

く

葬
儀
の
時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
あ

た
か
も
、
秋
空
も
悲
し
む
か
の
よ
う
に

小
雨
が
降
り
だ
し
、
そ
の
な
か
を
大
勢

の
人
た
ち
の
記
帳
の
列
が
続
き
ま
し
た
。

既
に
満
席
と
な
っ
た
式
場
内
で
は
、
あ

と
か
ら
の
参
列
者
の
皆
さ
ん
が
用
意
さ

れ
た
別
席
へ
導
か
れ
て
い
ま
し
た
。

定
制
仰
の
午
後
1
時
、
竹
内
宏
葬
儀
委

員
長
に
先
導
さ
れ
て
、
ご
遺
骨
、
ご
遺

族
が
入
場
、
和
田
町
議
会
議
長
の
開
式

の
辞
に
よ
り
葬
儀
に
入
り
ま
し
た
。

故
人
の
ご
め
い
福
を
祈
る
参
会
者
の

黙
醸
の
あ
と
、
昭
和
的
年
日
月
笠
松
運

動
公
閣
で
開
催
さ
れ
た
、
第
泊
四
国
民

体
育
大
会
秋
季
大
会
に
お
け
る
第
町
代

県
議
会
議
長
と
し
て
の
歓
迎
の
こ
と
ば

が
、
故
人
の
生
前
の
声
と
し
て
場
内
に

流
れ
、
続
い
て
、
竹
内
宏
葬
儀
委
員
長

が
遺
影
を
前
に
、
「
一
人
は
万
人
の
た

め
、
万
人
は
一
人
の
た
め
」
と
い
う
協

同
組
合
精
神
の
原
点
に
た
っ
て
指
導
さ

5霊

出
年
3
月

日
年
7
月

平
成
元
年
2
月

れ
た
先
生
を
偲
ぴ
、
昭
和
史
に
残
る
波

澱
万
丈
の
青
年
期
を
過
し
た
先
生
、
本

田
町
の
漁
業
・
農
業
の
振
興
に
努
め
ら
れ

た
先
生
の
御
功
績
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
大

洗
マ
リ
ン
タ
ワ

l
建
設
に
そ
そ
が
れ
た

先
生
の
熱
情
等
、
小
さ
な
体
で
大
き
な

仕
事
を
数
多
く
な
さ
れ
た
故
人
の
偉
業

を
た
た
え
た
式
辞
を
述
べ
、
続
く
弔
辞

で
は
、
竹
内
藤
男
県
知
事
を
は
じ
め
県

議
会
議
長
・
自
民
党
県
連
会
長
・
県
漁

連
会
長
・
友
人
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
故

人
の
輝
か
し
い
業
績
や
人
柄
を
偲
ぶ
追

悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
各
界
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
多
数
の
弔
電
の
披
露
、
献
花
と
続

き
、
葬
儀
委
員
長
・
地
、
王
の
謝
辞
の
あ

と
、
ご
遺
骨
を
見
送
り
参
会
者
一
同
最

後
の
お
別
れ
を
し
、
葬
儀
を
閉
じ
ま
し

た。
ど
う
ぞ
、
安
ら
か
に
お
眼
り
く
だ
さ

aν 

(
名
誉
町
民
)

昭
和
計
年
6
月

大

洗

町

名

誉

町

民

(
審
議
会
等
歴
)

昭
和
担
年
2
月
茨
城
県
原
子
力
審
議
会
委
員

位
年
3
月
茨
城
県
総
合
開
発
審
議
会
委
員

刊
日
年
日
月
茨
城
県
東
海
地
区
環
境
放
射
線
監
視

委
員

組
年
目
月
茨
城
県
地
方
港
湾
審
議
会
委
員

日
年
2
月
茨
城
県
国
土
利
用
計
画
地
方
審
議
会

委
員

(
団
体
等
歴
)

昭
和
幻
年
2
月
磯
浜
漁
業
協
同
組
合
組
合
長

mw
年
5
汚
水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部

長茨
城
県
漁
業
共
済
組
合
組
合
長

茨
城
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長

茨
城
県
水
産
振
興
事
業
団
理
事
長

茨
城
県
交
通
安
全
協
会
副
会
長

財
団
法
人
大
日
本
水
産
会
評
議
員

茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公
社
監
事

他
)

訂
年
7
月

小
幡
漁
業
株
式
会
社
を
創
設
、
代
表

取
締
役
に
就
任

日
連
聖
人
第
七

O
O回
遠
忌
報
恩
、

一
二
重
第
建
立

宮
本
選
の
コ
ー
ナ
i
③ 

感
舘
@
お
肱
事

b

今
ま
で
に
こ
の
コ

i
ナ
l
で、

大
洗
町
の
水
道
事
業
が
震
か
れ
て

い
る
現
状
と
大
洗
町
が
参
画
し
て

い
る
茨
城
県
中
央
広
域
用
水
供
給

事
業
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た

が
、
最
終
回
の
今
国
は
、
水
道
料

金
の
し
く
み
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
し
ま
す
。

〈
水
道
料
金
の
し
く
み
〉

水
道
一
卒
業
は
公
営
の
企
業
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
経
営
に
必
要

な
資
金
の
大
部
分
は
、
一
般
行
政

の
よ
、
つ
に
税
金
で
は
な
く
水
道
料

金
を
基
本
的
財
源
と
し
て
独
立
採

算
で
経
営
し
て
お
り
ま
す
。
つ
ま

り
新
し
い
水
道
管
の
布
設
工
事
や

施
設
の
拡
充
整
備
そ
し
て
安
全
な

水
を
造
り
出
す
た
め
の
こ
れ
ら
の

費
用
は
、
基
本
的
に
は
水
道
料
金

に
よ
っ
て
始
な
わ
れ
て
い
る
訳
で

す。
し
か
し
、
大
規
模
な
拡
張
事
業

な
ど
で
痘
額
の
費
用
を
必
要
と
す

る
場
合
は
水
道
料
金
の
高
騰
を
抑

え
る
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金
導

入
制
度
を
活
用
し
水
道
事
業
か
ら

の
費
用
資
出
を
抑
え
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
料
金
と
し
て
負
担
の

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

高
齢
番
大
学
生

原
子
力

去
る
9
月
目
白
(
火
)
に
、
大
洗
町
高

年
者
大
学
生
田
名
が
、
本
町
に
あ
る
日

本
原
子
力
研
究
所
大
洗
研
究
所
及
ぴ
動

力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
大
洗
工
学

セ
ン
タ
ー
で
、
町
高
年
者
大
学
の
科
目

の
一
つ
と
し
て
原
子
力
施
設
の
見
学
会

を
行
い
ま
し
た
。

大
学
生
は
原
子
力
施
設
職
員
の
説
明

を
受
け
、
映
画
を
見
た
り
、
施
設
の
見

学
と
一
日
校
外
学
習
に
励
み
原
子
力
の

知
識
を
修
得
致
し
ま
し
た
。
今
後
と
も

ま
す
ま
す
勉
学
に
は
げ
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
大
洗
町
の
水
道
料
金
〉

大
洗
町
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
白

年
以
来
料
金
改
定
を
し
て
お
ら
ず
現

在
で
は
、
茨
城
県
下
の
上
水
道
事
業

実
施
間
体
で
最
低
の
料
金
と
な
っ
て

お
り
、
一
ヶ
月
初
ト
ン
使
用
し
た
場

合
で
一
、
六
五
八
月
(
消
費
税
含
む
)

で
す
。こ

れ
は
、
県
内
最
高
額
の
河
内
村

の
使
用
料
金
五
、
五
六
二
月
(
消
費
税

含
む
)
に
く
ら
べ
約
3
分
の

1
の
料

金
で
す
。

な
お
、
一
平
成
元
年
4
月
1
臼
現
在

の
茨
城
県
内
の
水
道
料
金
の
平
均
は
、

一一、

O
二
三
円
(
消
費
税
含
む
)
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
本
町
の
水
道
一
卒
業
に
対

じ
ま
し
て
、
ご
協
カ
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

設
営
見
学

大
正
元
年
8
月
加
日
茨
城
県
那
珂
郡
前
渡
村
に
生
ま
れ
る
一

(

学

歴

)

昭
和
4
年

目

月

岩

倉

鉄

道

学

校

卒

業

一

(
県
議
会
歴
)

昭
和
弘
年
4
月

茨

城

県

議

会

議

員

に

当

選

出
年
4
月

茨

城

県

議

会

議

員

に

再

選

位
年
1
月

茨

城

県

議

会

議

員

(
3
期
)

必
年
1
月

茨

城

県

議

会

議

員

(
4
期
)

川

崎

年

刊

月

第

mw
代
茨
城
県
議
会
議
長
就
任

回
年
1
月

茨

城

県

議

会

議

員

(
5
期
)

日
年
1
月

茨

城

県

議

会

議

員

(
6
期
)

日
年
1
月

茨

城

県

議

会

議

員

(
7
期
)

臼
年
1
月

茨

城

県

議

会

議

員

(
8
期

)

…

的

年

5
月

弱
年
日
月
農
地
商
工
労
働
常
任
委
員
会
委
員
長

F

n

u

年
5
月

日
四
年
目
月
農
林
水
産
常
任
委
員
会
委
員
長

F

日制年
8
月

日目年
3
月

議

会

運

営

委

員

会

委

員

長

…

印

年

5
月

必
年
1
月

決

算

特

別

委

員

会

委

員

長

(

叩

年

5
月

日
年
7
月

射

爆

場

跡

地

利

用

対

策

特

別

委

員

会

一

計

年

6
月

委

員

長

戸

(

そ

の

文
化
振
興
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
一
昭
和
お
年
4
月

常
磐
新
緑
・
鹿
島
線
・
北
関
東
横
断
一

道
路
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

県
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
委
員
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第 1自彊J1建カラオケ大会

記③宮@の↑
の
の

日
月
7
自
の
日
曜
日
大
洗
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ

l
ル
で
、
第
一
回
町
民
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
関
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業
金
闘
実
行
委
員
会
(
石
井
藤

吉
郎
会
長
)
が
主
催
し
て
開
催
し
た
も

の
で
、
こ
の
委
員
会
は
、
町
内
の
各
種

間
体
・
機
関
及
び
事
業
所
の
代
表
に
よ

り
結
成
し
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
が
行

う
白
、
主
文
化
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
事
業
の
企
画
検
討
並
ぴ
に
そ

の
運
営
の
実
践
に
至
る
推
進
母
体
と
な

る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

お
じ
い
杏
ん
@
お
ば
あ
事
ん
と

伸
よ
く
楽
し
い
運
』
会

日
月
7
B
の
B
曜
日
祝
町
小
学
校

(
仲
川
武
夫
校
長
)
の
運
動
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
祝
軒
小
学
校
は
今
年
か
ら

3
ヶ
年
に
わ
た
り
、
茨
城
祭
社
会
福
祉

協
議
会
・
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
指

定
に
よ
る
、
児
童
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
普
及
校
と
な
り
、
そ
の
事
業
の
一
っ

と
し
て
、
運
動
会
へ
の
招
待
状
を
児
童

全
員
で
書
い
て
学
区
内
の
お
じ
い
さ

ん
・
お
ば
あ
さ
ん
山
名
に
送
り
、
当
日
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お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
に

老
人
体
操
を
行
い
、
紅
白
の
玉
入
れ
を

楽
し
み
、
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
は
か

に
カ
を
会
わ
せ
、
ス
テ
ー
ジ
作
り
や
賞

口
聞
の
準
備
ま
た
当
日
の
運
営
な
ど
を
行

い
、
満
員
の
観
客
の
中
で
出
演
者
は
気

持
よ
く
歌
わ
れ
、
お
客
さ
ん
は
楽
し
く

聴
か
れ
、
成
功
裡
に
大
会
が
終
了
し
ま

し
た
。尚

、
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
個
人
の
部
〕

優

勝

大

川

勝

夫

準

優

勝

寺

川

ゆ

か

り

三

位

須

貝

一

郎

敢

闘

賞

大

川

重

夫

〔
間
体
・
職
場
の
部
〕

優

勝

小

松

崎

勝

準

優

勝

萩

沼

降

三

位

前

川

と

み

子

敢

闘

賞

初

泊

孝

子

努

力

賞

今

井

正

男

会

沢

康

男

小
、
婦
と
し
子

大
洗
高
校
生
会

" " " 

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
1
年
生
・

2
年
生
・

3
年
生
に
よ
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

呼
び
か
け
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
通
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

一
公
過
の
ん

i
ん
を
守
ろ
う

融
mw
薬
盟
問
課
金
運
覇
襲
鱒
事
れ
る

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
9
丹
羽
目
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
・
青
年
運
転
者
の
無

謀
運
転
の
防
止
・
正
し
い
方
法
に
よ
る

シ
i
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

徹
底
を
憲
一
点
目
標
に
実
施
さ
れ
、
本
町

で
は
、
街
頭
立
哨
指
導
・
交
通
安
全
車

両
パ
レ
ー
ド
・
シ

i
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ポ

ス
タ
ー
標
語
の
展
示
・
高
齢
者
交
通
安

全
匂
関
連
動
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
洗
町
輪
業
組
合
の
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
転
車
の
点

検
・
獲
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
交
通
ル

i
ル
を
守
り
交

通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ト
ピ
wd

つス

溝
嬬
セ
ン
タ

i
に

大
カ
ボ
チ
ャ
出
現

過
目
、
町
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら

大
き
な
カ
ボ
チ
ャ

2
個
が
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。

一
つ
は
丸
型
で
局
聞
が
附
側
、
直

経
詑
側
、
重
一
き
約
日
均
、
一
つ
は
細

長
く
長
さ
組
側
、
周
間
日
間
、
太
い

と
こ
ろ
で
夜
経
口

m
も
あ
り
ま
し

た。
こ
れ
は
、
町
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
敷

FM 
公開銀曹

FMシンフォニニー
コンサート開催

NHK 
秋
と
は
名
ば
か
り
で
、
残
暑
の
厳
し

さ
が
身
に
こ
た
え
た
今
年
の
9
月
で
し

た
が
、
そ
の
日
四
日
制
に
N
H
K
l
y
M
-

公
開
録
音
の
F
M
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
演
奏
に
接
す
る
機
会
が

比
較
的
に
少
な
い
地
方
の
皆
さ
ん
に
、

地
内
の
片
隅
に
、
職
員
も
ま
っ
た
く
気

付
か
な
い
う
ち
に
自
然
発
生
し
た
も
の

で
、
発
見
し
た
と
き
は
4
つ
も
5
つ
も

ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
転
が
し
た
よ
う
に
、
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

早
速
、
水
戸
農
業
改
良
普
及
所
の
専

門
家
に
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
カ

ボ
チ
ャ
は
数
千
年
の
前
か
ら
あ
る
も
の

で
、
そ
の
種
類
も
大
変
混
雑
し
決
め
手

も
む
ず
か
し
い
そ
う
で
す
が
、
丸
裂
の

方
は
原
産
地
が
南
米
で
種
類
は
西
洋
カ

ボ
チ
ャ
、
巨
大
果
群
の
マ
ン
モ
ス
チ
リ

と
い
う
品
種
ら
し
く
、
発
生
の
経
路
は

白
サ
ギ
や
由
一
岬
な
ど
の
糞
か
ら
出
た
種
が

発
芽
し
て
脊
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
と

の
こ
と
で
、
一
件
溶
昔
有

少
し
で
も
名
演
奏
を
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、

N
H
K
の
御
好
意
に
よ
り
大
洗

で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
十
和
尚
宏
指

揮
に
よ
る
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
に
、
海
外
で
の
演
奏
活
動
が
盛

ん
な
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
加
藤
知
子
き

ん
を
加
え
た
、
豪
華
な
コ
ン
サ

i
ト
で

直3記

お
き
わ
が
せ
し
ま
し
た
。

し
た
。ク

ラ
シ
ッ
ク
愛
好
の
聴
衆
の
皆
さ
ん

は
、
ヴ
ィ
ヴ
ア
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
と

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
運
命
」
、
そ
れ
に

ア
ン
コ
ー
ル
曲
「
ア
ニ
ト
ラ
の
踊
」
の

3
尚
約
2
時
間
に
わ
た
る
演
奏
に
、
犠

能
し
て
い
ま
し
た
。

炎
今
一
大
一
下

舟
一
護
ク
リ
ー
ン
作
戦
者
案
一
擁

去
る
7
月
四
日
(
日
)
早
朝
か
ら
印
名

の
一
回
が
日
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
大
賞
橋

の
聞
を
麦
わ
ら
棺
子
に
箪
手
の
出
立
ち

で
一
勢
に
空
缶
を
集
め
始
め
た
の
で

す
。
そ
の
様
子
は
御
伊
勢
巡
り
さ
え
一
思

わ
せ
る
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
。
:
・
:

こ
れ
は
、
舟
渡
青
年
会
(
大
津
勲
会

長
外
部
名
)
の
呼
び
か
け
に
青
い
鳥
子

供
会

(
3
年
連
続
)
と
大
船
会
(
舟
渡

老
人
会
)
が
応
え
た
も
の
で
、
こ
の
全

面
は
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
舟
渡
青
年
会

で
は
6
年
前
か
ら
定
期
的
に
空
缶
回
収

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

大
船
会
は
翠
日
も
海
岸
清
掃
と
大
変

で
し
た
が
、
慣
れ
た
手
付
き
で
い
い
汗

を
流
し
て
ま
し
た
。
子
供
達
に
あ
っ
て

は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
終
え
て
か
ら
の
参

加
で
楽
し
み
な
が
ら
も
「
空
缶
は
捨
て

る
の
は
楽
だ
が
拾
う
の
は
大
変
だ
」
と

感
じ
て
貫
え
た
と
怠
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
4
t
車
2
台
分
の
空

缶
を
集
め
て
か
ら
の
ジ
ュ
ー
ス
は
「
う

ま
か
っ
た
」
で
す
ね
。
田
ん
ぼ
の
持
ち

主
か
ら
も
喜
こ
ば
れ
て
い
る
、
こ
の
空

缶
回
収
が
少
し
で
も
地
元
の
融
和
と
モ

ラ
ル
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま

す。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
き
ま
で

し
た
。
こ
れ
に
こ
り
ず
来
年
も
笈
敷
く

お
願
い
し
ま
す
。

舟
渡
青
年
会

川
上
秋
雄

お
お

ら

館ド
後

藤

亀

泉

選

鮭
見
ゆ
と
観
光
パ
ス
を
停
め
呉
れ
し

鮭
の
ぼ
る
流
る
る
水
を
き
ら
め
か
せ

桜

道

真

因

静

子

〔
評
〕
一
匂
目
。
北
海
道
観
光
で
あ

そ
じ
よ
一
つ

ろ
う
。
鮭
の
遡
上
す
る
さ
ま
を
見
せ

る
の
が
予
定
の
コ

i
ス
な
の
か
、
た

ま
た
ま
通
り
合
わ
せ
た
の
か
は
判
ら

ぬ
が
、
恐
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
詩

情
も
深
い
。
二
句
目
。
単
に
川
の
水

と
一
言
わ
ず
、
流
る
る
水
と
苦
闘
い
と
め

た
写
生
の
日
が
、
ひ
た
む
き
に
急
流

を
遡
る
鮭
の
姿
を
描
き
出
し
た
。
水

が
き
ら
め
き
、
鮭
が
燥
く
。

澄
み
ゐ
た
る
流
れ
に
鮭
の
遡
る

新
町
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
前
者
に
同
行
し
て
閉
じ
処
を

克
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
鮭
の
川

が
澄
み
切
っ
て
い
た
と
詠
う
。
北
海

道
な
ら
で
は
の
川
。
少
な
く
と
も
本

県
に
於
い
て
は
見
ら
れ
ぬ
。

魚
壌
く
隣
の
に
ほ
ひ
秋
の
嵐

明

神

町

自

問

一

郎

〔
評
〕
「
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人

ぞ
」
は
人
知
る
蕉
翁
の
名
吟
だ
が
、

こ
の
勾
、
ず
ば
り
魚
を
焼
い
て
い
る

と
言
う
。
秋
田
叫
に
運
ば
れ
て
き
た
魚

焼
く
匂
が
、
作
者
を
も
の
悲
し
く
さ

せ
た
の
だ
ろ
う
。
昔
、
藻
汐
焚
く
匂

で
も
の
想
い
を
し
た
歌
人
も
居
た
よ

う
で
あ
る
。

薄
雲
を
剥
ぐ
秋
天
の
世
間
さ
か
な

明
神
町
小
松
崎
十
土
口

〔
評
〕
薄
紙
を
剥
ぐ
よ
う
に
、
と
一
言

う
形
容
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
の
薄

雲
を
剥
ぐ
と
言
っ
た
処
が
商
白
い
。

徐
ろ
に
薄
雲
を
剥
が
れ
て
ゆ
く
秋
の

空
は
紺
碧
に
澄
み
渡
っ
て
、
測
り
知

れ
ぬ
高
さ
を
見
せ
始
め
た
の
で
あ
る
。

意
に
添
は
ぬ
テ
レ
ビ
を
消
し
ぬ
ち
ち

ろ

虫

大

賞

図

山

佳

男

〔
評
〕
テ
レ
ビ
が
あ
ま
り
面
白
く
な

い
の
で
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
音

と
入
れ
違
い
に
、
こ
お
ろ
ぎ
の
声
が

耳
に
入
っ
て
き
た
。
テ
レ
ビ
よ
り
虫

の
骨
を
聞
い
て
居
た
方
が
よ
い
夜
も

あ
る
。

海
風
に
み
ど
り
ぽ
つ
ぽ
つ
新
松
子

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
新
松
子
は
出
来
た
て
の
松
か

さ
の
こ
と
。
秋
の
海
辺
の
松
原
に
、

み
ど
り
色
に
輝
く
新
し
い
松
か
さ
。

あ
の
校
に
こ
の
枝
に
と
見
て
と
れ
る
。

潮
風
に
吹
か
れ
て
き
ら
き
ら
と
光
っ

て。煩
一
越
ゆ
る
雨
に
打
た
る
る
乱
れ
萩

明
神
町
小
松
崎
美
代

赤
晴
蛤
風
に
吹
か
れ
て
右
ま

祝

町

今

川

E支

大
波
や
小
波
や
風
の
笠
原

祝

町

今

川

う

め

犬
連
れ
て
稲
田
の
水
を
免
廻
り
ぬ

磯
浜
村
沢
み
ち
を

赤
と
ん
ぼ
と
ん
で
湖
静
か
な
り

磯
浜
桜
井
政
士
口

朝
の
臼
の
色
に
染
ま
り
て
稲
復

磯
浜
青
木
き
か
、
ぇ

し
も
た
家
を
洩
れ
く
る
端
唄
敬
老
臼

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

秋
場
所
や
母
膝
に
置
く
ベ
レ

l
椙

磯

浜

浅

見

道

子

応
援
の
歩
み
を
急
か
す
赤
婿
蛤

磯

浜

浅

見

言成
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一般会計をはじめ8つの特別会計を含む去る 9月17日から 9月19日までの3日間、第3回大洗町定例議会が開催され、

平成元年度の決算が原案どおり認定されました。

入〕〔歳

百J i責 221，800千河 (3.8%)

使用料及ぴ手数料 188，074千円 (3.2%)

国庫支出金 169，400千円 (2.9%)

地方議与税 142，526千円 (2.4%)
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一鍛金書十の決算状況

出〕〔歳

利 子 害IJ交付金 30，698千円 (0.5%)
ゴルフ場利用税交付金 47，195千円 (0.8%)
自動車取得税交付金 44，344千円 (0.7%)
交通安全対策特別交付金 3，967千円 (0.1%)
分担金及び負担金 71 ，832千円(1.2%)
寄 F貯 金 49，551千円 (0.8%)
繰入金 50，900千円 (0百%)町税

2，496，056千円

(42.2%) 

地方交付税

1，054，948千円

(17.8%) 

総 務費

1，494，612千円

(26.4%) 

一般会計の概嬰

平成元年度決算については、歳入5，913，330千円(前年度5，054，009千円)、歳出 5，642，750

歳入は 851，321千円 (16.8%)、歳出は千円(前年度4，785，642千円)で、前年度に比べて、

857，108千円(17.9%)の伸ぴとなっている。歳入歳出差引額は 270，580千円となったが、翌

年度へ繰越すべき財源 114，312千円を差しヲiいた実質収支では 156，268千円となっている。

単年度収支では 103，626千円の黒字となり、積立金及ぴ積立金取り崩し額を加減した実賀

単年度収支は 99，105千円の黒字となった。

主

本

事

業

O
第
六
回
ア
ジ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
笑
行
委
員
会
及
び
組
織
委
員
会

負
担
金
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
二
O
、
0
0
0千
円

。
総
合
運
動
公
園
建
設
事
業
及
ぴ
管
理
費
:
・
四
八
四
、
一
一
一
六
千
円

。
町
道
整
備
事
業
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
一
二
三
、
九
四
一
二
千
円

。
桜
道
土
地
区
画
繋
理
事
業
:
:
:
:
:
:
:
:
:
一
八
回
、
四
七
六
千
円

。
下
水
道
事
業
:
:
j
i
-
-
:
・:
:
:
:
j
i
-
-
-
一八

O
、
五
八
一
千
円

。
上
水
道
整
備
事
業
・
・
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
:
-
j
i
-
-
-
-
七
六
、
四
八
七
千
円

。
一
変
海
地
口
氏
及
び
祝
町
集
会
所
新
築
事
業
:
:
:
五
二
、

O
六
二
千
円

。
附
属
庁
舎
建
設
事
業
・
・
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
七
五
、
五
八
四
千
円

。
大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金
・
:
:
・
j
i
-
-
:
:
:
八
O
、
一
一
五
一
一
一
千
円

0

7
リ
ン
タ
ワ

l
事
業
:
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-
i
:
八
三
、
一
三
三
千
円

。
商
工
会
事
務
所
建
設
事
業
(
受
託
事
業
)
・
・
一
一

O
、
七
一
二
千
円

%) 

決 算 客員 翌年度へ
Jヱ〉三、 言十 名 予 算 現 額 |歳 入 (A) 歳 出(お) 差 ヲi 繰越すべ 実質収支

金 害責 収入率 金 額 執行率 (A) - (B) き財源

国 民 健 康 保険特別会計 1，568，914 1，538，607 98.1 1，439，629 91.8 98，978 98，978 

収主主も的
収入 364，398 373，577 102.5 

46，013 46，013 
支出 364，398 327，564 89.9 

水 道 事 業 会計
収入 40，880 39，398 96.4 

資本的
支出 150，105 139，677 93.1 

ム100，279 ム100，279

収益的
収入 55，439 60，154 108.5 

18，030 18，030 地方卸売市場冷凍 支出 51，999 42，124 81.0 

冷蔵事業特別会計 資本的
収入

ム3，440
支出 3，440 3，440 100.0 

老人保健持別会計 1，108，908 959，256 86.5 967，217 87.2 ム7，961 ム7，961

桜道土地区画整理事業特別会計 313，319 226，127 72.2 224，265 71.6 1，862 1，862 

公 平 委 貝口 ぷZ〉2Z、 9，795 9，535 97.3 8，356 85.3 1，179 1，179 

サイクリングターミナル特別会計 22，815 23，526 103.1 19，143 83.9 4，383 4，383 

公共下水道 事 業 特 別 会 計 320，223 196，290 61. 3 196，290 61.3 

(単位:千円，
特別会計の決算状現
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d匙勝ち抜き腕相撲コーナーA 式典であいさつする竹内町長&受賞者を代表して

謝辞を述べる野口徳四さん

縄
成
人
病
予
防
展
示
コ
ー
ナ
ー

倒
健
康
家
庭
の

表
彰
を
受
け
る
倉
持
乃
?
ぜ
ん

倒
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

h
v

健
康
コ
ン
ト

(
コ
ン
ト
山
口
君
と
竹
田
君

h
F

牛
乳
普
及
促
進
コ
ー
ナ
ー

恥
ねあ

恥
伊
そ
っ
く
り
続
子
写
真
コ
ー
ナ
ー

修
講
演
の
豊
原
ミ
ツ
子
さ
ん

E 
/'，-， 

S匙パン試食コーナー ム試食コーナー

寸

i
i
i
i
1
3
1
3
1
1
1
3
1
3
i
i
!
!
I
s
m
-
i
i
i
i
b
i
s
-
3
i
!
i
i
b
i
-
-
s
i

一
命
閣
閣
開
貯
⑨
同
閣
閣
)

…
⑧
i
年

健

康

家

庭

⑧

初

回

以

上

採

血

者

一
大
串
芳
子
・
小
沼
ま
つ
・
橘
稔
・
佐
々
木
妙
子
・
川
俣
喜
三
郎
・
山

一
深
作
勇
・
関
根
政
起
・
島
田
弘
・
戸
美
枝
・
国
井
悦
土
人
・
那
須
誠
・

一
坂
本
久
代
・
石
崎
栄
・
久
六
之
助
・
関
根
政
次
・
問
団
信
次
・
小
林
明

一
白
土
由
郎
・
関
根
ち
ょ
・
竹
下
春
別
・
白
山
尚
弘
・
関
野
進
・
山
本

一
夫
・
川
原
子
清
・
野
口
徳
四
・
笹
俊
之
・
吉
川
ふ
ち
江
・
槻
山
啓
溺
・

一
川
マ
ス
江
・
白
土
キ
ヌ
・
亀
山
文
石
井
藤
助
・
大
山
弘

-
T島
宣
之
・

一
夫
・
江
橋
政
夫
・
飛
田
一
武
雄
ー
・
山
楠
秀
彦
・
小
林
義
明
・
金
沢
清
治
・
…

…
崎
多
加
江
・
井
川
ナ
カ
・
加
藤
一
桧
山
園
昭
・
関
根
政
起
・
関
根
み
一

一
男
・
清
宮
庄
一
・
遠
峰
宏
全
・
川
ち
子
-
佐
久
間
伸
水
・
栗
田
敏
行
・
一

一
野
次
回
力
・
寺
虫
干
関
根
延
・
小
丸
山
妙
子
・
鈴
木
博
之
・
関
根
敦
…

一
松
崎
勝
弘
・
砂
押
正
治
・
渡
辺
孝
生
・
飛
田
健
治
・
神
永
勝
男
・
浦
一

一
子
・
大
和
問
博
子
・
飯
島
一
一
一
郎
・
本
敏
正
・
鈴
木
信
了
宮
内
加
了
一

…
木
村
総
明
・
清
宮
一
俊
跡
地
・
水
井
光
石
井
喜
樹
・
雨
沢
博
男
・
高
橋
豊
・
…

一
雄
・
大
和
国
土
口
雄
・
木
村
静
江
・
須
藤
健
次
・
佐
野
川
好
母
・
稲
垣
…

…
川
崎
大
次
郎
・
川
俣
ま
つ
江
・
小
嘉
之
・
梅
原
陵
・
泉
幸
男
・
塙
宏
・
…

一
野
正
司
・
松
浦
正
・
小
野
瀬
昭
平
・
新
日
比
素
二
・
近
江
正
男
・
高
田
文
一

一
鴨
川
一
成
・
宮
部
ヒ
サ
・
高
梨
千
樹
・
荒
井
康
夫
・
佐
藤
一
花
昭
・
奥
一

一
代
子
・
鬼
津
荘
一
部
・
小
野
瀬
ヤ
井
利
男
・
高
橋
邦
裕
・
恒
国
同
征
夫
・
…

…
イ
予
・
杉
山
み
よ
・
鈴
木
文
枝
・
五
来
滋
・
山
田
勇
・
近
藤
優
・
管
一

一
清
宮
一
男
・
米
川
富
子
・
深
作
正
谷
光
芳
・
小
野
英
輝
・
山
中
克
之
・
…

…
之
・
清
宮
安
田
力
・
米
川
信
雄
平
尾
和
則
・
浜
崎
栄
・
石
間
傾
一
…

一
⑧
2
年

健

康

家

庭

郎

・

田

川

博

・

宮

内

英

次

・

寺

田

一

一
小
池
信
弘
・
小
出
幸
司
・
佐
々
木
秀
行
・
山
田
文
昭
・
吉
田
昌
宏
・
一

一
き
だ
こ
・
高
橋
幸
雄
・
大
川
欽
司
・
沖
一
万
豊
・
平
島
哲
夫
・
佐
藤
和
並
大
・
一

一
回
山
善
彦
・
関
根
勝
男
・
七
川
弘
・
内
海
稔
尚
・
一
二
岡
部
稔
秋
・
関
山
一

一
回
山
武
・
田
山
と
よ
・
海
老
沢
洋
美
樹
・
岡
村
好
則
・
小
野
高
行
・
一

一
一
・
藤
沼
勝
次
・
菅
谷
政
夫
・
高
飛
白
和
弘
・
野
村
紀
男
・
山
口
隆
一

一
須
進
・
米
川
栄
一
・
深
作
三
郎
・
可
・
下
城
笑
喜
男
・
鮎
川
哲
也
・
…

…

中

村

邦

子

一

平

野

秀

彰

・

土

肥

英

可

・

藤

沼

安

一

一
⑧
3
年

健

康

家

庭

之

助

・

鈴

木

仁

一

・

柏

茂

樹

一

一

岩

本

倉

造

・

大

盛

君

江

・

小

松

崎

襲

撃

議

襲

撃

機

襲

撃

一

一

美

代

治

佐

藤

和

子

宮

崎

弘

翻

機

時

議

機

機

欝

麟

…

一
野
口
す
み
子
・
吉
田
謙
治
・
今
泉
鱗
機
鱗
関
、
機
織
鱗
機
機
騒
ん
一

日

鱗

臓

機

灘

藤

監

獄

轍

機

織

鱒

翻

鰭

鱒

輔

さ

一

J
F駐
日
覇
欝
騒
騒
輔
理
一

…
倉
持
乃
叫
・
軽
部
泊
・
田
山
よ
し
関
麟
機
機
購
翻
機
麟
機
機
織
機
議
機
荻
一

感
機
織
機
織
織
機
織
線
機
鰯
簿
類
機
ぺ
断
機
麟
憾
の
一

一

子

・

関

根

マ

チ

・

白

山

な

お

盤

機

繍

麟

盤

機

鱗

鱗

欝

欝

者

一

…
⑧
5
年

健

康

家

庭

機

鱗

織

機

麟

機

鱗

鱗

機

騒

議

鰯

労

一

綴
織
騒
鰯
織
欝
機
織
鰯
鱗
灘
鏑
雫
繍
翻
功
一

一
中
野
谷
キ
ミ
・
茨
城
満
夫
・
関
博
・
藤
議
題
寸
議
機
織
機
騒
血
一

一

機

機

機

騒

鱗

-
L

ば
総
駅
鐙
騒
献
一

一

川

上

一

誠

一

機

鱗

織

機

織

齢

恩

義

験

機

織

機

&

一

一
⑧
6
年

健

康

差

額

盤

機

機

撃

盤

機

織

藤

一

一
秋
山
ち
、
ぇ
・
菊
池
き
よ
麟
鵬
鱒
麟
鴎
麟
鱒
麟
騒
騒
腿
闘
機
麟
麟
一

一
⑧
7
年

健

康

家

庭

⑧

初

回

以

上

採

血

者

一

一
寺
門
五
男
・
武
藤
み
つ
・
鹿
島
幸
高
木
三
郎
・
坂
本
次
郎
・
長
島
久
一

一

次

郎

雄

・

小

林

俊

一

・

新

田

貞

男

・

菅

谷

一

一
⑨
8
年

健

康

家

庭

惣

衛

・

手

塚

佳

宏

・

関

根

幸

子

・

増

…

一
会
津
捨
一
二
・
橋
本
一
誠
山
点
目
士
口
・
荻
沼
コ
一
郎
・
小
林
明
財
一

一
⑧
H
年

健

康

家

庭

⑨

叩

匝

以

上

採

血

者

一

一

小

倉

達

・

加

藤

邦

行

岩

井

孝

一

T
I
s
-
3
1
3
1
3
i
i
I
s
f
a
-
-
a
i
s
i
i
i
i
l
-
-
υ
i
i
f
a
i
l
i
i
i
i
i
i
i
L
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バイク@軽自動車の名轟護霊事舗を
バイク、軽自動車等の税金は、毎年 4月 1日現在の所有者に課税

されます。

盗難、紛失、譲渡などしたとき、または車が使用不能や使用しな

くなったときなどは、申告しないと、引き続き課税されますので、

忘れずに申告して下さい。

なお、詳しいことは下記にお問い合せ下さい

税務課課税係 電話 (67) 5 1 1 1番(内線89)

醤
意
の
瞬
間
麟
掴
提
供
盤
銀
に
ご
協
力
く
だ
合
い

第227号 (6)

今
、
県
内
で
一
七

O
O人
の
方
々
が

腎
不
全
の
苦
し
み
と
留
っ
て
お
り
、
毎

年
二
二

O
人
程
度
増
加
し
て
お
り
ま
す
匂

腎
臓
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
ま
す

と
人
工
透
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

人
工
透
析
は
、
週
一
一

1
三
回
、
一
回
当

た
り
四
i
五
時
間
を
要
す
る
た
め
、
通

学
・
通
勤
や
仕
事
に
大
き
な
影
響
を
与

、
え
ま
す
。

腎
臓
機
能
が
失
わ
れ
て
人
工
透
析
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
患
者
を
救
う
唯

一
の
方
法
は
、
腎
臓
移
植
で
す
。

腎
臓
移
績
を
受
け
る
と
、
健
康
で
完

全
な
社
会
復
帰
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

腎
臓
病
に
苦
し
ん
で
い
る
人
達
へ
、

明
日
へ
の
希
望
を
も
た
ら
す
た
め
、
益
回

日
間
月
間
関
自
は
田
駅
間
関
の
自

「
県
民
の
臼
」
は
、
郷
土
の
歴
史
を

知
り
、
私
達
の
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
と

県
の
発
展
を
願
う
、
茨
城
の
現
在
・
過

去
・
未
来
を
間
見
つ
め
な
お
す
日
で
す
。

明
治
4
年
日
月
日
臼
に
茨
城
県
と
い

う
県
名
が
初
め
て
使
わ
れ
だ
こ
と
に
因

ん
で
、
明
治
問
年
に
あ
た
る
昭
和
日
年

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ー
県
民
の
臼
の
開
放
施
設

1

意
の
腎
臓
提
供
登
録
に
ぜ
ひ
ご
協
カ
く

だ
さ
い
。

腎
臓
提
供
受
錨
は
、
最
寄
り
の
市
町

村
や
保
健
所
に
お
い
て
あ
り
ま
す
「
登

録
申
し
込
み
カ

i
ド
」
に
記
入
し
、
郵

便
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
か
、
ま
た
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
先

l
財
団
法
人
い
ば
ら

き
腎
パ
ン
ク
〔
茨
城
県
衛
生
部
医
務
課

内

電

話

O
二
九
二
(
二
一
)
八
一
一
一

内
線
コ
二
一
一
一
一
j
一
一
一
一
一
五
、

O
一一九

二
(
二
二
ニ
八
六
九
〈
直
通
〉
〕
、
ま

た
は
茨
城
擦
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

事
務
局
〔
電
話
O
ニ
九
二
(
四
八
)
三

田
三
九
〕
ま
で
。

鉱
山
料
開
放

。
弘
道
館
。
好
文
彦
了

。
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

i

。
県
植
物
園

O
港
公
園
展
望
塔

O
近
代
美
術
館
。
つ
く
ば
美
術
銭

入
場
料
割
引
(
半
額
)

。
大
洗
水
族
館

。
祭
フ
ラ
ワ
i
パ

l
ク

。
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

年
来
融
資
を
ご
制
初
期
く
だ
さ
い

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
低
利
で
資
金
調
達
で
き
る
よ
、
っ
、

利
用
目
的
に
応
じ
た
い
ろ
い
ろ
な
融
資

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
従

業
員
の
ボ
ー
ナ
ス
等
の
人
件
費
や
仕
入

資
金
な
ど
の
資
金
需
要
期
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
こ
の
時
期
を
ど
う
乗
り
切

る
か
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
短
期
の
運
転
資
金
と
し
て
、

『
年
末
融
資
制
度
』
を
設
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
o

v融
資
対
象

1
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、

伺
一
事
業
を
引
き
続
き
一
年
以
上
営
ん

で
い
る
中
小
企
業
者
の
方
で
保
証
協
会

の
信
用
保
証
資
格
を
有
す
る
方

マ
融
資
限
度
額

1
五
百
万
円

マ
融
資
金
利

1
年
六
・
七
%
(
保
証
協

会
の
保
証
付
の
場
合
年
六
・
一
一
%
)

V
融
資
期
間

i
六
ヵ
月
以
内

マ
申
し
込
み
先

1
県
の
指
定
す
る
各
金

融
機
関
(
都
市
銀
行
は
除
く
)
の
窓
口

V
申
し
込
み
受
付
期
間

1
一
O
月
二
四

日
i
一
一
一
月
二
八
日

こ
の
資
金
は
昨
年
七
千
件
近
い
利
用

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
さ
ら

に
充
実
を
関
り
、
県
の
予
算
額
で
五
七

億
円
、
融
資
規
模
ニ
ニ
八
億
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
の
窓
口
で
直

接
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
市

商
工
労
働
部
経
営
助
成
課
〔
電
話
O
二

九
二
(
二
一
)
八
一
一
一
〕

申告が必要なとき 役場へ持参するもの

廃車 主事を使用しなくなったとき
印鑑、標識(ナンバープレート)、

襟識交付証明書

新車を言語入したとき
印鑑、販売証明書または家名、車体

番号捻示

取得
中古車を譲り

廃車ずみの率 印鑑、廃王手証明書手または譲渡証明欝

受けたとき
廃車をしてい 標識交付証明書または譲渡証明書、

ない主事 印鑑

町外へ転出
印鑑、標識父付証明書、標識(ナン

パープレ ト)

住所が変わったとき 印鑑、転入前の市町村の廃車証明書

町外から転入 ※廃車をしていないときは標識(ナン

パープレート)、印鑑、標識交付証明書

標識父付証明書、譲渡証明書・廃車

車体を変更したとき 証明書・販売証明書のいずれか一つ、

印鑑

バイクなどの申告lニ必要なもの

バイク(125cc以下)、ミニカー・農耕作業車(l，500cc以下)、小型特殊自動車 (1，500回

以下)の申告は役場税務課・内線(89)へ

軽畠動車の手続先

区 分 手 続 先

。軽自動車・ 2輪車
関東運輸局茨城程遠支局

(l25ccを超え250cc以下)
(水戸市住吉町お0小型 2輪 車

(250ccを超えるもの)
岱 47-5118

0較自動率 軽自動車検査協会茨城事務所

(660d下の ) (水戸市泊門町位
3輪・ 4輪のもの 怨 47-0638

三大洗文化センタ一行事予定褒 (11I 7 ，..__.121 2 ) 

開催臼|鶴始時街| 催 事 名 |開催場所i 催 事 内

II月7日制 I10: 00 I東茨城郡神社総代会総会|ホールi東茨城郡神社総代会主催による総会

7日制 I14: 00 I王子成 2 年年末調整説明会|大会議室|大洗町税務課主催による年末調繋説明会

8日(木) I 10: 00 I大 洗 高 校 映 盛 会|ホール|大洗高等学校主催による在学生を対象にした峡酒会

9日(金) I 9: 00 I芸文祭「音楽J 1) ハーサノレ iホール!大洗町芸術文化協議会主催による音楽部門のリハーサル

lOB(土) I 10: 00 I芸文祭 r音楽発表会J Iホーノレ!大洗町芸術文化協議会主催による音楽発表会

11日(日) I 14: 00 I前進康公演「まえがみ太郎J Iホールi前進座をみる会主催による公演

15日(木) I 9: 30 I大洗 中文化祭|ホール!大洗中主催による文化祭

17日(土) I 13: 00 Iピ ア ノ 発 表 会|ホール|水谷ピアノ教室主催によるピアノ発表会

17日(土) I 13: 00 I 日本大学通信教育茨城スクーリング[大会議室|日本大学通信教育部主催による茨城スクーリング

18日(日) I 9: 00 I 日本大学返信教育茨減スクーリング!大会議妄|日本大学通信教育部主催による茨城スクーリング

18B (日) I 10:∞|芸文祭 f吟詠剣詩舞発表会J Iホールi大洗町芸術文化協議会主催による吟詠剣詩舞発表会

初日(火) I 13:∞|大 洗 南 中 音 楽 会 jホーノレ j大洗南中主催による校内音楽会

21日(水)I9:∞|運転免許更新時講習会!大会議室i水戸地区交通安全協会主催による運転免許講習会

お幽 .24日仕) I 10:∞ l全国難聴者研究大会|ホールi茨城県中途失聴難聴者協会主催による全国研究大会

25日(日) I 9: 00 I 日本大学通信教育茨城スクーリング|大会議室!日本大学通信教育部主催による茨城スクーリング

お日(自) I 10・00iマン ガ映爾上映会|ホール IB本映歯監督新人協会主催による7 ンガ峡閥会

抑制 I10: 00 I茨城県中央ブ'p./I小中学校長側姶|ホール|茨城県中央ブロック学校長会主催による研修会

12月2日(日) I 9・30I 第6回茨城県小学校管楽器7ェスティノ〈ノレ |ホール|茨城刷、学校管楽器教育研究会主催による管楽器7ェスティパノレ

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-fi66-2442へお問い合せ下さい。

H.2.10.13現在

'*' 廿

融
課
臨
つ
れ
い一盛ドぐ弓fう} 単身のはずが数人的者カミ

lιみ二.l.- 出入りしている。

部屋への出入りの際

周囲を警戒する。

環想望空

事〉

聞藤麟れいし調時間勝

盤
g
M
V
f
識
か
し

※
各
会
場
と
も
血
圧
、
尿
、
血
液
検
査
を

し
ま
す
。
時
間
は
午
前
の
部
9
・・
m
山
i

l
-
-
m
山
午
後
の
部
1
・
日
j

3
・・

m

そ
の
他

日
目
歳
以
下
の
女
性
に
は
婦
人
の
健
康

保健センター

?さより

11 11 11 11 11 11 

(月弱/臼/ / / / / / 
働 30や1':)29や')¥)28同 22(月)19 附 15

精密
精密兵酒3へP 

f破円フジア百日 精密診
母

歳
事

診 子
査 査 風一咳 査 見i 事長

事指後導 事後指導 予接紡 毒後指導事 相
健

名
穏 談 診

10 10 生 10 
五主母性

3 
月 月 f圭 月 歳

に 24 に及 !l) 
持す

精密
精密診

カ

密精診
よひど 誕

月 り乳 生
診 変事子 功児 に
査 重量 48 査

達し 象
を を カ

コ且を正， 
場メある口も入

戸ノι三 :'lι L 月 た
!t tt 米 け 者
?こ 7こ iil青 た

名
方 方 !l) 方

すま者

1 1 1 1 百 l 

付時受寺
2時 2時 2時 2時 11時 2持待。。 時 00持 15待。。 持 30時 00
00分 00分 15分 00分 30分 00分
分 分 分 分 分 分

間

一
般
健
康
診
査
及
び

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

老
人
保
健
法
及
び
結
核
予
防
法
に
基

づ
き
健
康
診
断
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
必
ず
も
よ
り
の
会
場

で
お
受
け
下
き
い
。

検
診
日
時
及
び
場
所

左
記
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
日
程
表
の
と
お
り

対
象
者

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
(
満
日
歳
以

上
の
方
)

一
般
健
康
診
査
(
満

ω歳
以
上
の
方
。

平
成
3
年
3
月
ま
で
に
鉛
歳
に
な
る

方
も
含
む
)

〔
レ
ン
ト
ゲ
ン
日
程
表
〕

12 12 12 12 12 
月(月 (月 (月 (月 (月

全7 さ6 水 5 254 旦3
民日 日 8 g 8 

大 東 松 塀， 刀く 道 大 角 夏
洗 光

ケ
害。 十且丘 寅 海

町 よ乞'I、

会宅集住

集 町 神 会
保 t也 ぷ'"ミh 集 集

上
健 !R 所 会

前
宿-t d2b2ミ、 ぷコ弘コミ

ン 公 前手!1f 前 主主 集
タ 民 官官 3圭

所 所
場

査官 干兄 刀t iコ与斗え ;it 

前 前 II!J 匝7
前

長室
前 前 所

んやち

)

r
L

同
月

日
付
き
希
ケ

謹
M

瑞
一
郎

i

野
は

海

過
激
派
は
、
背
広
姿
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
装
う
等
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
不
審
が
ら
れ
な
い
よ
う
に
九

用
心
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

E
f
-
-

一ぺ

よ
く
見
る
と
ど
こ
か
違
う
生
活
態
度
で
す
。
与
一
露
関
r
↓

:

j

J

 

MUφ
扇麟一九一

U

山
、
ご
〆

6
1
1
1
1
勤

し

の
、
。

も

し
た

さ

洗

子

づ
く
り
事
業
と
し
て
血
圧
、
尿
、
貧

血
検
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診

実
施
に
つ
い
て

左
記
に
よ
り
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て

な
い
方
は
こ
の
機
会
に
必
ず
受
診
い
た

ー
し
宇
ナ
し
ょ
、
つ
。

検
診
日
及
び
場
所

日
月
四
日
間
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
ロ
時
却
分
j
午
後
1
時
却
分

対
象
者

大
洗
町
民
で
却
歳
以
上
の
女
性

申
込
方
法

日
月
日
白
川
w
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
(
電
話
で
も

受
付
ま
す
。
霊
前
i
1
1
0
1
0
)

「
機
能
囲
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

。
日
月
9
日
掛

0
日
月
日
日

ω

o
u月
訪
日
樹

0
日
月
初
日
制

。
日
月
幻
自

ω
o日
月
回
目
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

。
口
月
6
日
附
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
旬


